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＜連絡事項＞
・転入時チェック表と退院時チェック表の項目の見直しをしている。書式のフォルダに最新の物を入れてあるのでそちらを使用してください。
・下半期の人事考課表の提出は、4月6日までです。各自、作成を進めてください。
・受持ちの各評価、退院時要約がまだのスタッフは、早めに終わらせるようにして下さい。
・各受け持ちの退院支援はすすめて下さい。
＜皮膚科診察＞
・木村　邦司様～仙骨部　潰瘍+壊死組織あり。ブロメライン軟膏+ガーゼの指示あり。
・馬渡　照雄様～潰瘍深くなるっており、テラマイシン軟膏+ガーゼへ指示変更し、レボフ
ロキサシン(500)１T　1×1/5日分処方となる。

・関川　重雄様～陰茎に発赤、痒み、痛み　陰部湿疹あり。右第4趾間、湿潤　発赤、落
屑、痒みあり。足白癬にてテルビナフィンクリーム塗布の指示あり。
・日向端　猛様～右前腕　皮下出血斑+表皮剥離　ソフラチュール+ガーゼの指示あり。
・福士　昭夫様～終診となる。
・坂本　友吉様～右足内側　1.0×0.5の皮膚剥離、周辺に過角化、発赤あり、テラマイシン軟膏+ガーゼの指示あり。
・川向　高夫様～左臀部に2×2.5cmの表皮剥離局面あり。ゲーベンクリーム+ガーゼの指
示あり。
・田代　慧治様～仙骨部に2×3cmの皮膚剥離局面、周辺に褐色色沈局面あり。テラマイシ
ン軟膏+ガーゼの指示あり。
＜患者様連絡事項＞
・川畑　豊勝様～右足趾の関節に腫脹と熱感あり。主治医の診察にて、痛風発作として、
ロキソプロフェンと湿布処方。

＜要注目患者様＞
・金澤　和夫様～徐脈、血圧高値他バイタルサイン異常なく酸素飽和度の低下なし。マスク外しあり対応している。声掛けには反応鈍さあるも小声で返答されている。点滴滴下不良あり差し替え行っている。
・木村　邦司様～クリミールは各食むせ込みなく1/2摂取。点滴ライン弄り見られ点滴滴下不良のため刺し替え行っている。
・藤村　悦子様～朝食は2/3、昼食は1/4摂取。バイタルサイン異常なし。点滴トラブルなく経過。午後から大声で叫んで過ごされる。
・田代　慧治様～昼食配膳時脱力感著明、痛覚刺激反応なし。体温36.6℃、脈拍80回/分、血圧右64/42ｍｍｈｇ、左55/41ｍｍｈｇ、酸素飽和度97％。下肢挙上し、血圧91/52ｍｍｈｇ。徐々に痛覚刺激に小さく声を出したりと反応見られている。15：00体温36.9℃、他バイタルサイン異常なし。臥床中叫ぶ様子見られている。
・出貝　カズ子様～確認行為あるも不穏さなく、落ち着いている。
・吉川　滋雄様～食事は介助にて全量摂取。不調の訴えなく、対面時穏やか。
